
　

お
茶
の
水
女
子
大
学
は
、
１
８
７
５
年（
明
治
８

年
）に
日
本
初
の
女
性
の
た
め
の
高
等
教
育
機
関
、

東
京
女
子
師
範
学
校
と
し
て
設
立
さ
れ
て
以
来
、
社

会
で
活
躍
す
る
多
く
の
女
性
を
輩
出
し
て
き
た
。
４

年
後
の
２
０
２
５
年
に
は
創
立
１
５
０
周
年
を
迎
え

る
。
本
学
に
は
ナ
ー
サ
リ
ー
、
幼
稚
園
、
小
中
高
の

附
属
学
校
園
か
ら
大
学
、
大
学
院
、
そ
し
て
文
京
区

か
ら
委
託
を
受
け
て
運
営
す
る
こ
ど
も
園
が
あ
る
。

２
０
１
４
年
５
月
に
は
、
新
た
に
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ

を
目
指
す
女
性
の
た
め
の
「
お
茶
大
女
性
ビ
ジ
ネ
ス

リ
ー
ダ
ー
育
成
塾
：
徽
音
塾
」
を
開
講
し
、
全
て
の

学
び
の
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
が
同
一
敷
地
内
に
あ
る
と

い
う
理
想
モ
デ
ル
と
な
る
環
境
を
完
備
し
て
い
る
。

徽
音
塾
で
は
２
０
２
０
年
度
ま
で
に
約
２
６
０
名
の

塾
生
が
学
び
を
深
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
可
能
性

を
開
花
さ
せ
て
い
る
。

日
本
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
の�

推
進
に
果
た
す
役
割

　

徽
音
塾
の
使
命
は
、
女
性
が
意
欲
的
に
学
ぶ
場
を

創
造
し
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
寄
与
し
得
る
女
性
リ

ー
ダ
ー
を
輩
出
し
、
さ
ら
に
は
女
性
が
活
躍
す
る
社

会
を
実
現
し
て
い
く
こ
と
で
あ
る
。
２
０
２
１
年
３

月
に
世
界
経
済
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
よ
っ
て
公
表
さ
れ
た

ジ
ェ
ン
ダ
ー
ギ
ャ
ッ
プ
指
数（
Ｇ
Ｇ
Ｉ
：Gender 

Gap Index

）で
日
本
は
、
１
５
６
カ
国
中
１
２
０

位
で
先
進
国
の
中
で
最
低
レ
ベ
ル
、
ア
ジ
ア
諸
国
の

中
で
韓
国
や
中
国
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
諸
国
よ
り
も
低
い

結
果
と
な
っ
た
。
日
本
は
、
特
に
「
経
済
」
お
よ
び

「
政
治
」
に
お
け
る
順
位
が
低
く
、「
経
済
」
の
順
位

は
１
５
６
カ
国
中
１
１
７
位
で
あ
っ
た
。
各
国
が
ジ

ェ
ン
ダ
ー
平
等
に
向
け
た
努
力
を
加
速
し
て
い
る
中

で
、
日
本
が
後
れ
を
取
っ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
と

な
っ
て
お
り
、
お
茶
の
水
女
子
大
学
、
徽
音
塾
が
日

本
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
の
推
進
に
果
た
す
役
割
は
大

き
い
。
加
え
て
、
改
訂
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ガ
バ
ナ
ン

ス
・
コ
ー
ド
に
お
け
る
３
つ
の
大
き
な
柱
の
う
ち
の

１
つ
、「
企
業
の
中
核
人
材
に
お
け
る
多
様
性（
ダ
イ

バ
ー
シ
テ
ィ
）の
確
保
」（
女
性
・
外
国
人
・
中
途
採

用
者
の
管
理
職
へ
の
登
用
な
ど
、
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ

の
推
進
）に
も
貢
献
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

人
生
１
０
０
年
時
代
と
言
わ
れ
る
現
代
、「
教
育
・

仕
事
・
引
退
」
と
い
う
従
来
の
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
で

の
生
き
方
は
不
可
能
に
な
っ
て
き
て
い
る
。
そ
こ
で

新
た
に
提
案
さ
れ
る
マ
ル
チ
ス
テ
ー
ジ
の
人
生
で
は
、

年
齢
に
と
ら
わ
れ
ず
多
様
で
個
性
的
な
人
生
を
送
る

こ
と
が
で
き
る
「
新
し
い
生
活
規
範
」
が
必
要
と
さ

れ
る
。
加
え
て
、
他
の
国
・
地
域
と
比
較
し
て
こ
れ

ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
の
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
な

教
育
・
研
究
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム

─
お
茶
大
女
性
リ
ー
ダ
ー
育
成
塾
：
徽き

音い
ん

塾じ
ゅ
く

お
茶
の
水
女
子
大
学
長

佐ささき
々
木
泰やすこ
子
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茶
大
女
性
リ
ー
ダ
ー
育
成
塾
：
徽
音
塾
」
と
し
て
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
を
行
っ
た
。 

　

新
た
な
徽
音
塾
の
特
色
は
、
次
の
通
り
で
あ
る
。

─
少
人
数
制

　

全
科
目
そ
れ
ぞ
れ
30
名
を
定
員
と
し
、
塾
生
同
士

や
講
師
と
塾
生
間
の
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
、
デ
ィ
ス
カ

ッ
シ
ョ
ン
を
活
性
化
し
、
誰
も
が
積
極
的
に
発
言
で

き
る
雰
囲
気
を
つ
く
り
出
し
て
い
る
。

─
受
講
者
は
女
性
の
み
、
年
齢
・
職
種
も
様
々

　

年
齢
も
職
種
も
肩
書
も
異
な
る
女
性
が
肩
を
並
べ

て
学
ぶ
こ
と
に
よ
り
、
考
え
や
悩
み
を
共
有
し
、
解

決
策
を
共
に
考
え
、
異
業
種
・
他
分
野
の
人
と
の
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
を
促
し
て
い
る
。

─�

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
す
る
た
め
の
知
識
や

教
養
、
ス
キ
ル
を
幅
広
く
提
供

　

創
設
時
か
ら
設
置
し
て
い
る
「
女
性
の
エ
ン
パ
ワ

ー
メ
ン
ト
と
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
講
座
」「
ビ
ジ
ネ
ス

講
座
」
に
加
え
、
各
々
の
パ
ー
パ
ス
を
追
求
す
る
た

め
の
深
い
知
識
と
高
度
な
教
養
を
本
学
教
員
か
ら
学

ぶ
「
お
茶
大
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
レ
ク
チ
ャ
ー
」

を
開
講
し
、
最
新
技
術
・
研
究
成
果
に
触
れ
つ
つ
、

社
会
課
題
に
対
応
で
き
る
力
を
身
に
つ
け
る
機
会
を

設
け
て
い
る
。

─
全
講
座
・
科
目
を
オ
ン
ラ
イ
ン
で
提
供

　

２
０
２
１
年
度
は
全
３
講
座（
計
20
科
目
）を
オ
ン

ラ
イ
ン
で
受
講
で
き
る
体
制
を
整
え
、
国
内
外
の
ど

こ
か
ら
で
も
徽
音
塾
に
ア
ク
セ
ス
で
き
る
状
況
を
設

定
し
て
い
る
。
受
講
は
１
科
目
か
ら
受
講
可
と
し
て

お
り
、
自
身
の
状
況
や
都
合
に
合
わ
せ
て
受
講
科
目

数
を
設
定
で
き
る
。

─
ネ
ッ
ト
ワ
ー
キ
ン
グ
ラ
ン
チ
を
開
催

　

ラ
ン
チ
を
兼
ね
て
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
す
る
た

め
の
交
流
会（
オ
ン
ラ
イ
ン
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
キ
ン
グ

ラ
ン
チ
）の
場
を
提
供
し
て
い
る
。
月
１
回
程
度
開

催
し
、
受
講
後
の
キ
ャ
リ
ア
変
化
や
そ
の
後
の
活
動

報
告
な
ど
も
こ
の
交
流
会
を
活
用
し
て
い
る
。
塾
生

に
限
ら
ず
、
就
業
経
験
の
あ
る
女
性
で
あ
れ
ば
参
加

可
能
で
あ
る
。

　

な
お
、
講
座
は
週
末（
土
曜
日
）に
開
講
さ
れ
、
１

講
座
か
ら
で
も
受
講
が
可
能
で
あ
る
。
今
年
度
は
コ

ロ
ナ
禍
の
た
め
全
講
座
が
オ
ン
ラ
イ
ン
で
提
供
さ
れ

て
い
る
が
、
こ
れ
ま
で
は
徽
音
塾
の
名
前
の
由
来
と

な
っ
た
本
学
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
る
講
堂
「
徽
音
堂
」

で
開
講
式
を
行
い
、
受
講
生
に
は
本
学
の
施
設
の
一

部
が
使
え
る
な
ど
の
特
典
が
付
与
さ
れ
て
い
た
。
コ

ロ
ナ
禍
後
の
ニ
ュ
ー
ノ
ー
マ
ル
時
代
の
開
講
方
式
に

つ
い
て
は
今
後
検
討
の
予
定
で
あ
る
。
初
め
て
の
試

み
で
あ
る
が
、
今
年
度
は
企
業
の
社
員
研
修
の
一
環

と
し
て
16
名
の
受
講
生
を
受
け
入
れ
る
こ
と
と
な
っ

た
。
今
後
は
企
業
と
の
共
同
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
可
能
性

を
積
極
的
に
探
っ
て
い
く
。

　

徽
音
塾
の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
「
ま
な
ぶ 

み
が
く 

つ
な
が
る 

→ 

一
歩
前
へ
！
」
は
、「
グ
ロ
ー
バ
ル
女

性
リ
ー
ダ
ー
の
育
成
」
と
い
う
本
学
の
社
会
的
使
命

を
も
表
現
す
る
も
の
で
あ
る
。
お
茶
の
水
女
子
大
学

は
、
徽
音
塾
が
無
形
の
資
産
を
築
き
、
他
の
人
々
と

協
奏
し
、
そ
し
て
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
寄
与
す
る
女

性
達
の
学
び
の
場
と
な
る
よ
う
全
力
で
取
り
組
ん
で

い
く
。

ま
で
日
本
は
移
民
が
少
な
く
、
世
界
に
先
駆
け
て
高

齢
化
が
進
行
し
、
従
来
の
労
働
形
態
の
ま
ま
で
は
生

産
年
齢
人
口
の
減
少
が
顕
著
と
な
る
中
、
何
歳
に
な

っ
て
も
学
び
直
し
が
で
き
る
リ
カ
レ
ン
ト
教
育
の
重

要
性
は
年
々
増
し
て
い
る
。

講
座
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル�

─�

よ
り
多
様
な
分
野
・
立
場
で
の�

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
発
揮
を
目
指
す�

女
性
を
応
援

　

開
講
か
ら
６
年
を
経
過
し
た
今
年（
２
０
２
１
年
）

５
月
に
は
、
リ
キ
ッ
ド
・
モ
ダ
ニ
テ
ィ（
液
状
化
す

る
社
会
）お
よ
び
時
代
の
要
請
に
応
え
る
べ
く
、
徽

音
塾
の
社
会
的
意
義
を
再
考
し
、
企
業
等
で
指
導
的

立
場
に
就
く
こ
と
を
目
指
す
女
性
だ
け
で
な
く
、
よ

り
多
様
な
分
野
・
立
場
で
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮

す
る
こ
と
を
目
指
す
女
性
を
応
援
す
る
た
め
の
「
お

（
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お茶の水女子大学のシンボルである講堂「徽音堂」
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